
一般社団法人日本建築学会九州支部  3 月支部役員会議事録 
 
日時：2025 年 3 月 27 日（木）15:00～ 
場所：JR博多シティ会議室・10 階小会議室(F)、Zoom 会議室 

出席者：趙世晨支部長、長総務幹事、大庭学術幹事、友清常議員、横須賀常議員、田中常議員、堀常議員、

姫野常議員、リ ヨンソク常議員、松野尾常議員、仲松常議員、伊地知事務員（順不同） 
議事録担当：松野尾 
 
Ⅰ．前回議事録確認 
1. 1 月支部役員会議事録（案）（堀常議員） メールにて送付済み 
2. 文化事業企画委員会議事録（案）（田中総務幹事） 
3. 2 月幹事会議事録（案）（田中総務幹事） 
>すべて承認された。 
 
Ⅱ．審議事項 
1. 大林組会費分の支部経営助成費の特別措置について（趙支部長、長総務幹事） 資料- 1 

>趙支部長より、大林組より口数の再配分の連絡があった旨の報告があり、承認された。 
 

2. 日本建築学会大会 2025（九州）開催記念「レムコールハース講演会・国際シンポジウム」資料- 2 
（趙支部長） 

>趙支部長より、大会の記念講演とは別に、大会と切り離して、実行委員会を立ち上げて運営する方

針であることや、実行委員会に日本建築学会九州支部がメンバーとして入ることが説明された。ま

た、支部の予算からの調整はないことが説明された。本部からは支部役員会の承認があれば支障が

ないとの回答があった旨の報告があり、方針について承認された。 
 

3. 2025 年度九州支部通常総会について（長総務幹事、田中総務幹事）  
・スケジュールおよび役割分担について（長総務幹事） 資料- 3，参考資料- 1 
・ポスターについて（長総務幹事） 資料- 4 
・懇親会について（田中総務幹事） 資料- 5 
>長先生と田中先生より、前回の役員での提示案から大きな変更はない旨の報告がなされ、案が承

認された。 
・参加者は対面のみとし、発表者はオンライン対応も行うこととする。 
・懇親会の受付を友清先生に依頼する。 
・懇親会の会費については、学生は 1000 円、一般参加者は 4000 円とし、一般参加者のみで予算組

みを行う。 
・19 時終了でスケジュールの修正を行う。 
・アルバイト学生は、田中先生のゼミ生に依頼する。 
 

4. 2024 年度事業報告：本部提出用（長総務幹事） 資料- 6，参考資料- 2 
・本部〆切 4月 3日（木）正午 

>長先生より、提出予定の報告書内容について、報告がなされ、案が承認された。本部提出の事業報

告は本部〆切 4 月 3 日（木）正午であることが伝えられ、関係書類の提出の依頼がなされた。 
 

5. 建築九州賞「作品賞」について（大庭学術幹事） 資料- 7 
>大庭先生から説明があり、承認された。総会での選考過程の説明は、選考委員長の福田先生から説



明があることが報告された。 
 

6. 2025 年度事業計画案：総会資料用（田中総務幹事） 資料-8，参考資料- 3 
>田中先生より資料について説明があり、以下の点を修正することとする。 

・支部の選挙管理委員会は、幹事会と選挙が同日の開催である。 

・支部研究助成については環境工学と分野となる。 

・展示会日程は資料 24を参照する。 

・2025年度建築九州賞作品発表会は 8月 30日である。 

・2025年度支部共通事業設計競技の課題について、以下のとおりである。 

誤：『解体学』を可視化する  →  正：『解築学』を可視化する  

 
7. 2024 年度九州支部長賞の選考について（長総務幹事） 資料- 9 

>2024 年度九州支部長賞の推薦は 28 名（連名あり、申し込みは 26）で、承認された。 
 

8. 2024 年度建築九州賞「研究新人賞」の選考について（大庭学術幹事）          資料-10 
>大庭先生から説明があり、推薦された 7 名を受賞とする案が承認された。 
 

9. 2024 年度建築九州賞（業績賞，研究新人賞，作品賞，功労賞）の表彰状について（仲松常議員） 
参考資料- 4 

>中松先生から、賞状の発注等を常議員が手配することとなっており、志賀先生から中松先生への

依頼待ちである旨が報告された。 
 

10. 2025 年度建築文化事業・親と子の都市と建築講座企画について（田中総務幹事） 資料-11 
・3月 14日（金）までに本部事務局宛に提出 

>田中先生から、説明がなされた。2 月の幹事会で承認済みであり、本部に企画を提出済みである旨

が報告された。 
  

11. 2025 年度常議員の担当について（田中総務幹事） 資料- 12 
>田中先生から説明がなされた。本来であれば、企画担当常議員に姫野先生が入られるが、長崎総

科大の田中翔先生、鹿児島大の増留が企画担当常議員となり、支部研のスムーズな運営のため、支

部研・国際学術交流担当常議員に大分大学の姫野先生が入られることが報告された。 
5 月の合同役員会で確認予定である旨が報告された。 
 

12. 本部災害委員会委員の推薦依頼について（長総務幹事）            資料-13 
>長先生から説明があり、本部災害委員会委員について、九大の神野先生が推薦されたことが報告さ

れた。 

 

13. 日韓学術交流協定更新について（長総務幹事） 参考資料- 5 
・講演者への謝金に関する項目を変更した方がいい（来年度への引継ぎ） 
>長先生から、講演者への謝金に関する項目について、説明がなされた。これまで、講演等の謝金は

支払わないこととすることで申し合わせがなされていたが、昨年度は韓国側から支払うことにした

方がいいのではとの相談がなされ、今年度は南先生にお支払いすることで対応した。協定の変更は

行なっていないため、次年度に変更した方がいいと提案がなされた。 
 

14. 後援依頼について（長総務幹事） 資料- 14 



・日本コンクリート工学会九州支部 特別講演会「コンクリート用混和材としての 

フライアッシュの現状と運命」 

・日本都市計画学会九州支部 シンポジウム「天神の過去と未来をつなぐ」 

・先進建設・防災・減災技術フェア in熊本 2025（地域産業活性協会） 

>長先生より説明があり、特段の質問はなかった。 
 

15. その他（長総務幹事） 
>特段の意見はなかった。 
 

 

Ⅲ．報告事項 
1. 本部関係報告 

(1) 3 月理事会報告（趙支部長） 資料-15 
>趙支部長から説明があり、3 月 3 日の理事会で予算提示があった旨が報告された。今後、徐々に電

子化する予定との報告がなされた。 
 

(2) 第 3 回支部長会議報告（趙支部長） 資料-16 
(3) 支部規程の変更について（趙支部長） 資料-17 

>趙支部長から説明があり、3 月 18 日に開催され、今年度は九州支部からの報告の年で、趙支部長

から報告を行い、特段の指摘が出なかったことが報告された。北陸支部長より、卒業設計展示会の

本部からの補助金が３万円では、厳しいとの意見がだされていた旨の報告がなされた。その他、規

定の書き方を揃える旨が報告された。 
 

2. 支部関係報告 
(1) 1 月・2 月の業務報告（長総務幹事） 資料-18 

>長先生から説明があり、特段の意見はなかった。 
 

(2) 1 月・2 月の会計報告（柿原会計幹事） 資料-19 
>長先生から、例年通りである旨が報告なされた。 
 

(3) 支部費等交付金について（柿原会計幹事） 
2024 年度支部費精算，支部経営助成費，準会員還付金について           資料-20 

>長先生から、例年通りである旨が報告なされた。 
 

(4) 2024 年度 64回日本建築学会九州支部研究発表会について  
・研究発表会・研究者集会・懇親会（設計競技表彰式）について（松野尾常議員） 資料-21 
>松野尾より申し送りの内容について説明がなされた。報告書については、人数の部分をのべ人数

で補正することとした。これまで懇親会の参加費から招待客の費用を捻出していたが、今後は、検

討した方がいいとの意見が出された。韓国側への謝金の支払いでの税率や学生アルバイトの日額上

限について、質問があった。 
 
・研究者集会について（田中総務幹事） 資料-22 
>田中先生より説明があり、特段の質問はなかった。 
 
・演題受付 WEB運営・WEB公開の見積もりについて（大庭学術幹事） 資料-23 



>大庭先生より、全員が支払い済みであることが報告された。督促管理を２回としたが、来年度も２

回がよいとの意見がだされた。クレジット決済の期間を長めにしたのもよかったとの報告があった。 
 

(5) 2025 年度全国大学・高専卒業設計展示会の開催日程について（長総務幹事） 資料-24 
>長先生より説明があり、特段の質問はなかった。 

 
(6) 2024 年度建築九州賞（研究新人賞）の選考方法（内規）について（大庭学術幹事） 資料-25 

>大庭先生より説明があり、特段の質問はなかった。 
 

(7) 第八回サムライ女子（建築家として生きる女性）に聞く（長総務幹事） 資料-26 
・「Life と Work のいい塩梅」3 月 10 日（月） 
>長先生より説明があり、特段の質問はなかった。 
  

(8) その他（長総務幹事） 
 資料-27，回覧- 1 

1) 寄贈図書  
・日本建築学会東海支部研究報告集第 63 号 
・日本建築学会四国支部研究報告集第 25 号 ダウンロード版 
・くまもとアートポリス建築展 2024「継続する志」-くまもとアートポリス 36年- 

2) その他の各種案内 
・建築デザイン発表会（日本建築学会） 
・「業務用エアコン・冷凍冷蔵機器のフロン対策」及び「解体等工事におけるアスベスト対策」

に関する説明会の開催（福岡県） 
・展覧会「篠原一男 空間に永遠を刻む－生誕百年 100 の問い」（TOTO ギャラリー・間） 
・地区防災計画学会シンポジウム（地区防災計画学会） 
・「第 37 回福岡県美しいまちづくり建築賞｣ お礼および作品集の送付（福岡県） 
・第 2 回九州建築新人賞の最終審査結果及び第 2 回九州建築新人賞公開シンポジウム 
（日本建築家協会九州支部）後援事業 

  >長先生より説明があり、特段の質問はなかった。 
 

Ⅳ．次回会議日程  
 4 月幹事会 
日時：2025 年 4 月 22 日（火）15:00～18:00  
2024年度の会計及び会務監査会：14:00～14:50 
>出席者は、総務幹事、会計幹事、監査幹事とし、監査幹事の先生には、長先生から連絡済みである

ことが報告された。 
 

九州支部選挙管理委員会：14:50～15:00 
場所：九州支部事務局会議室 

>出席者は、田中先生、リ先生であることが報告された。 
>幹事会は 15 時からであることが報告された。 
 

 2025 年度九州支部通常総会，合同役員会及び新旧支部役員会 
日時：2025 年 5 月 17 日（土）11:00～ 
場所：九州大学西新プラザ 


